
 

会 議 名 第４回新城地域協議会 公  開 

日  時 
平成２９年６月２９日（木） 

午後７時００分～午後９時１５分 
場  所 

勤労青少年ホーム 

２階 集会室 

出 席 者 

（委員） 

今泉仁、岡山博、柿原典子、𥞩井修、山田敏晴、夏目文男、加藤賢一、

伊藤美代子、笹田明男、石野敏弘、牧野直美、野末史朗、藤村信芳、

村田孝司、森正彦、後藤幸子、鈴木健二、上田寿彦、奥平宏幸、 

村田博和、今泉栄、村澤光美 

（事務局） 

 自治振興課：三浦理事、黒田主任 

 新城自治振興事務所：鈴木所長、川合主任 

欠 席 者 
（委員） 

石黒謙治 
傍 聴 者 なし 

配布資料 

次第、地域自治区予算について、平成２９年度新城地域自治区予

算事業の例、新城市地域自治区予算事業計画策定要項、新城地域

自治区予算の進め方、第１回地域自治区予算分科会報告、新城地

域自治区予算の検討、過年度の自治区予算の実績一覧 
 

議題・議事・発言等（要点記録） 

 

１ 開会 

会議成立の報告及び会議録署名委員の指名 

（笹田明男委員、石野敏弘委員、牧野直美委員） 

 

２ 議事 

（１）地域自治区予算について 

 

 ・自治区予算とは・・・・資料に沿って事務局から説明。 

・自治区予算の流れ・・・資料に沿って事務局から説明。 

・自治区予算分科会報告・・・資料に沿って、森委員長から報告。 

   ・来年度の自治区予算検討について・・・資料に沿って事務局から説明。 

 

主な意見 

【防災に関する自治区予算について】 

委員：防災資機材の整備はいいが、この地域にどういった災害が起こりうるのか、どう 

いう想定をしたらいいのかを市の防災安全課に示してもらいたい。その上で、必 

要な資機材を整備していくべきだと思う。先に想定をお願いしたい。 

会長：７月２２日に防災を考える会が開催され、そういったことについても話し合われ

ることになると思う。ご意見については、２２日の会議へ送らせていただく。 

委員：新中防災フェスタについてであるが、学校側は中学生に防災の知識を得てもらい、 

   中学生が地域に戻ってその知識を役立て、活躍できるようになってもらいたいと

いう趣旨で聞いているが。 

事務局：先日行われた新中防災フェスタに参加した際、校長と話をしたが、地域と合同

でやりたいと聞いている。 

委員：それが理想ではあるということは聞いているが、実際は難しいようである 



委員：被災時にも大きな戦力となる中学生が今までにない取り組みを始めたのだから、

９地区合同で中学校と一緒に防災訓練をやる方向でいいと思う。地区の防災訓練

は地区でこれまでどおり実施すればいいと思う。そんなに大変ではないと思う 

委員：去年、校長から相談を受けたが、新城中学校区は船着地区も入っているので、校

長としては、舟着にも入ってもらいたいという意向があり、単純に自治区予算で

やるといっても、舟着地区でも自治区予算で計上するのかという話があり、実現

できなかったと思う。いずれにしても、ここで議論を続けてもきりがないので、

やる方向で、次の分科会などで検討を続けるということでどうか。 

委員：避難場所、避難所について周知がされていない。例えば案内看板を設置するとい

うのはどうか。普段目にしていれば、頭に入るのでは。 

【安全・安心に関する自治区予算について】 

委員：入船線の銀杏の木については、伐採する必要はないと思う。枝の剪定だけでよい。 

委員：新城高校の西側については、木が鬱蒼としており、対策が必要だと思う。この場

所は不審者の目撃情報が多い。不審者が乗る車に連れ込まれそうになった生徒

が、傘で突いて、なんとか逃げられたという事件もあった。市でできるのであれ

ば、ぜひ切っていただければと思う。高校の敷地内の木を伐採するということで

あれば、高校に話をするしかないと思うが。 

【子育て支援に関する自治区予算について】 

委員：こども達のための予算についてであるが、こども園の保護者会や小中学校からの

ヒアリングが出てから検討するということでよいのではないか。 

会長：事務局でヒアリングして、内容を確認してから、協議会で検討することとする。 

【高齢化対策に関する自治区予算について】 

委員：高齢者が利用する施設の環境整備については、市事業として実施可能であれば検

討案件として残していっていただければと思う。 

【賑わい・伝統文化の継承に関する自治区予算について】 

委員：新城駅周辺施設に観光案内できるようなスペースをということであるが、桜淵を

訪れる人は東新町駅を利用すると考えられるので、そちらも考えるべきでは。 

【その他に関する自治区予算について】 

委員：地域計画の策定についてであるが、城下町の会の新城中部地域計画を基に作成し

ていくことでよいか。 

事務局：新城中部地域計画をたたき台として、地域計画を策定するのか、または一から

作成するのかは、協議会で判断となる。 

 

３ その他 

 今後の地域協議会の日程等について確認した。また、近々予定されている地域活動交

付金事業について、事務局から日程等を紹介した。 

 

４ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


